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株式会社紀陽銀行（頭取：原口 裕之）は、耕作放棄地の再生にかかる取り組みとして、スパイスメー

カーである株式会社カネカサンスパイス（本社：大阪府大阪市 代表取締役：岡田 博之 以下、同社）

と協力し、新規就農者（屋号：篠畑農園）のぶどう山椒実験栽培にかかる支援をおこないましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

地域の農業にとって、農家の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加は大きな課題となっています。

当行はクラウドファンディングの活用支援や６次産業化のサポート等、当行が持つソリューションを活

用し、同社と連携して新規就農者を支援します。本取り組みにより、ぶどう山椒の国内産地の維持・再

生や、新規就農支援におけるモデルスキームを構築することで、新規就農者の増加および持続可能な農

業の実現をめざします。 

紀陽銀行は、今後も地域活性化に積極的な民間事業者と連携し、農業振興や地域農業の持続的な発展

に貢献してまいります。 
 

記 
 

【和歌山県産ぶどう山椒実験栽培の概要】 

目 的 
新規就農者による国内産地の維持・再生に向けた取り組みを通じて、持続可

能な農業におけるモデルスキームを構築する 

実 施 場 所 有田川町日物川周辺 （約 1,000㎡） 

規 模 苗木 約 70本 

契 約 
（委託者）株式会社カネカサンスパイス 

（受託者）篠畑農園 篠畑雄介 

契 約 形 態 耕作放棄地でのぶどう山椒栽培の委託 

【スキーム図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規就農者への支援を通じた耕作放棄地の再生にかかる取り組みについて 



【株式会社カネカサンスパイスの概要】         【篠畑農園の概要】 

法 人 名 
株式会社カネカサンスパ

イス 
 名 称 篠畑農園 

代 表 者 岡田 博之  代 表 者 篠畑 雄介 

設 立 1959年 3月 6日  創 業 2022年 1月 6日 

本社所在地 
大阪市淀川区十三東 

1‐10‐17 
 農地所在地 有田川町日物川 他 

事 業 内 容 香辛料の製造及び販売  事 業 内 容 山椒の栽培と販売 

資 本 金 2億円    

株 主 株式会社カネカ（100％）    

 

 

以 上 

 

 

  
本取り組みは、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）のゴール８「働きがいも経済成長も」、

ゴール１１「住み続けられるまちづくりを」、ゴール１７「パートナーシップで目標を

達成しよう」につながる取り組みです。 


